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「1 木 透 カ ギ バ 科 の 蜘
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緒 言

　　昆蟲類 の 幼 い 時代 の もの に つ い て の 分類 學的 研究 は ， 純粹科 學及び應 用 の

兩 方面 か ら ， 頗 る 必要 な こ と で あ りなが ら、未だ に 朱研究 の ままに 取 り殘 され

て ゐ る 感が あ る。 そ こ で 私 は鱗翅類 の こ の 方面 の 研究を志 した の で あ る が．今

まで に 僅か に ア ゲ ハ テ フ 科 ・シ ジ ミ テ フ 科 の 一m；　・セ セ リ テ フ 科 ・
ヤ マ マ ； L ガ

科 ・ス ズ メ ガ科 の 蛹 ，竝 に シ ジ ミ テ 7 斜 の
一部の 幼蟲等 に つ v ・ て 報告す る こ と

が 出來た に 過 ぎな い 。 そ こ で 今 囘 は 更に カ ギ バ 科 の 蛹 に つ い て の 分類學齔 研究

を鼓 に 掲 げた い と思ふ 。 r・1　i
’
は りそ の 材料 も貧 弱で ある し， 研究 の 時闇 も充分な

か つ た の で ，不完全 な もの で は あ るが ， 將來 こ の 方面 に 向は れ る方の ， 僅か な

手懸 り と もなれ ば ， 幸 之 に 過 ぎぬ。

カギ バ 科蛹の一般的特徴

　　 こ の 科の 蛹は 大都 分葉の 表 面 を内側 に卷い て 、 そ の 中に 薄 い 繭を張 つ て
，

中に ゐ る。朋化 に 際 して は，蛹殻は前 ・中胸 の 背線
・頭 頂一前頭 ・觸角

一
頭 頂 ・

觸角一前翅 の 各接線 に 澹 つ て 割れ る。 故 に 觸角 に 取 り圍まれた，前頭や 下顋 ・

脚 を含む一片 は分解 しな い n

　　第 ＋、7 腹篩聞 の 3 個 の 關壱五以外 に は ， 各環蔀及び 觸角 ・翅 ・脚等 は互に

固着 して 動か な い 。 胸部 或は體 全體 に 白粉 を被 る もの が 多い 。體面 に籐 り長 い

毛 は生 え て ゐ な い が ，種類 に ょつ て ， 第 1 次刺毛 しか ない もの ， 第 1 次刺毛 の

位置に 毛 束の ある もの ，體全鱧 に微小 な第 2次 刺毛 力S生 えて ゐ る もの な どあ る。

頭頂二前頭接線 は 多 くは存 在す る が ， 接線そ の もの が餘 り明瞭で ない の と t 頭

頂 が大 抵の 場 合甚 しく徴小で ．觸 角 と前胸 と の 間に 小 さ く介在する に 過 ぎぬ 爲，

見出 し難い 。 觸 角 の 基部 か ら幕無骨 の 陷入點 を經て頭 楯基部 に逹す る隷は大抵

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

河 rEi ；猷 ： 1；体 産 カ ギ バ 科 の 甄n 13

明瞭 に 凹 ん で ゐ る。 前頭に は觸角 の 基部 に 近 く 1對 の 突起 あ ｛）　th
　piliferは 無 し，

滑眼部 と榔 賠 匡との 界は明瞭で な い 蝪合が多い 。 燗 角 は 基部程 太 くなつ て ゐ る

が ， 餘 り太 い 方 で は な い 。 しか し多 くは前胸脚よ りも太 い 。長 さは少 くも下顋

の 基部 か ら翅 j了1に 至 る まで の 間の 詈に 達 す る。 太 さ長 さ共 に あま り雌雄 の 差 を

示 さな い 。 そ して 左右 の もの は 腹面中央で 相接す る こ と無 し。上顯 は殆ん ど全

く退化 して ゐ る a 下顋 は翅頂 を越す こ と な く，下顋鬚を持た な い ．下 唇鬚 も
・
現

れ て 居 らす，唯時 に下唇の 一小部分 か と思 はれ る小 さな一・一片が 、 上 唇 の 後端 ，

左右 の 下顋 の 間 に現れ て ゐ る ζとが あ る
。 胸部 の 背線は 接線 の や うに 見 え る が ，

稜 をな さなV ・． 前胸は短 く，中胸 の 判吩 もなV ・。前翅は 通 常第 4 腹篩 後縁 を越

さな い ． 後翅は 前翅の 背縁に 滑つ て 細 く現れ て ゐ るが ， 吏 に前翅 の 腹縁 に 接 し

て ，前翅 と後脚との 闇 に ，殆ん ど必 すそ の 一部分 を現 して ゐ る。 中脚 は その 前

端 に 於 い て 前頭 に接 して 居 らす 1 觸角 と前脚 と に挾まれ て 絡 つ て ゐ る。 前脚は

そ の 基節 の 一部 を現 さない 。 第 3 腹節氣門は 大抵隱 され て 居 な い し。第 7 腹節

氣門は腹側 に 寄 つ て ゐ ti　Ln。 尾突起 に は頗 る簡單な もの
， 或 は 先 端に澤 山 の 鉤

を持 つ もの な ど あ る。

　　　　　　　　　　　　　　 分　　　 類

　　 ア カ ウ ラ カ ギ バ 屬 及び ク ロ ス ヂ カ ギ パ 驪の 2廱 は互 に頗 る よ く似 て ゐ て ，

鑑別 に役立 つ 特微 を殆ん ど持た な い 程で あ る が，他 の 何 れの 屬と も著 し く異つ

た 髄 有 する・　 eVJち體に獅 次 刺 毛を澤 雌 生 じ 尾突起嬾 躪 單で 鉤 を葺寺・

たす ， 左右 の前脚及 び前 翅は 腹面 中央で 相接 して ゐ る。然 る に 他方 マ ヘ カ ギ バ

屬では，體 には第 2 次 刺毛 な く，尾突起 は 3 對の 鈎 を持 ち ， 左右 の 前 、 中兩脚

及び前翅は腹面 中央 で 相接す る こ とな し。 以 上 の 3 騰が 最 も芬化 した最極端 を

代表 す る もの で ， 他 の 驍は こ の 3驕に 分化する まで の 道程か ら，僅か に分化 し

旋 もの と想像 され る。

　　即ち ヒ トツ メ カ ギ バ 屬は第 1 衣刺毛 を生す べ き位置 に 毛 朿 を生 じ， 第 2 次

刺毛を有す る ア カ ウ ラ カ ギ バ 膰及び ク ・ ス ヂ カ ギ パ 屬 に 稍 々 關係深 い もの の や

5 に 見 られ る が ， そ の 尾突起は 多 くの 鉤 を持ち J そ の 下 顋は前脚 に よっ て 狹 め

られ，左右の 前脚及び前翅 は腹面 中央 で 相接す る e とな く，

’

中脚 の 先端の み相

接 し ， ウ コ ン カ ギ パ 屬な ど
’
とよ ぐ似た 性質を示 す。 之 に 反 し て ウ コ

γカ ギ パ 屬

’
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一・

二 韆

で は ，第 ユ次刺 毛 の み しか 無 く、そ の 尾突起 もマ ヘ キ カ ギ パ 鵬の もの に よ く顕

似 するが ，そ の 下顋 ・脚及び葡翅の 配列は ヒ トツ メ カ ギ パ 驪に 於け る と よ く似

て ゐ る。 結局 ヒ ト ツ メ カ ギ バ ・ウ コ ン カ ギ バ の 兩屬は比較的原 始丿1望に 近 、へ 性質

を 示 し， ヒ トツ メ カ ギ バ 脇は體 の 刺 毛 の 點 に 於 い て 僅か に ア カ ウ ラ カ ギ バ ・ク

卩 ス ヂ カ ギ バ 繭珊に近接 した傾向を示 し， ウ コ ン カ ギバ 1轟は その 尾突 起に 於v・

て マ ヘ キ カ ギ バ 屬 に 近 接 して ゐ る もの と解譯 され る．

　　 憂 に ギ ン モ ン カ ギ バ 厨は 刺毛及 び 尾突起の 燃態竝 に 左右の 前 ・
中兩購1が 腹

襾 中央 で 相接 して ゐ ない 點等 に 於 い て い つれ もマ ヘ キ カ ギ バ 屬 に類似 し て ゐ る

が 、下 顋が 前脚 に よつ て 狹 め られ て ゐ る黜 で は ウ コ ン カ ギ バ 屬 に 縁の 深V ・ こ と

を物語つ て ゐ る。

　　 ll麁皷 に ス カ シ カ ギ パ 鵬 は第 2 次 刺 毛 を持 た す， 且尾 突起 に 3 對の 鈎を有す

る點 ウ コ ン カ ギ バ ・ギ ン モ ン カ ギ バ ・
マ

ヘ
キ カ ギバ の 3 屬と 共 通 で あ る が ， そ の

尾 突赴 も形 に 於 い て は之等 の 3 屬 に 於 け る と著 し く異な b， 又 左右の 前脚の 先

端は腹面 中央 で 相接 し， 左右の 前翅が 腹面 中央に 於い で僅か に後翅の 極 く細V ・

一部 分 しか差 挾ん で ゐ る に 過 ぎず ， 稍特殊 の 分化經路 を 示 すや うに 見 られ る

　　以 上 述 べ た 各屡闇 の 類縁關係 を圖示 す る と次 の や うに な る。

　　　　　 「
ア カ ウ ラ カ ギ バ 屬 1！

’
1／ypso？naclitis　BvrLER

　　 　
−

1
　　 ＿　　 一　 ク ロ ス ヂ カ ギ バ 屬 　O）

・
etα W ，、し KEII

燈 i三1蹴 蕪
『

　　　
一
一［蠶二媒麓繍 鷺 

薦 　の 　檢 索 表

1．尾突起 に は 鉤が ない o 左右 の 前翅 は腹面中央 で 相接す る
…………・・……・…一……・・… 2

　 尾突起 に は鉤が あ る 。 左右 の 前翅は 腹面中央 で 相接 しない ・・………・…・・…一 ……… 3

2，第7 腹節腹面 ， 前衡 け近 の 小刺 は よ く獲逹 し ， 微小な第 2次刺毛は 後縁 に 近 づ く

　　 に從つ て簪生 し ， 兩者の 中間に 無刺無毛に 近 い 中間帶 を殘す…………・・……・…

　　 ……・・…・・…・……∴・・・・………・・…………・……・…ク ロ ス ヂ カ ギ〆屬　0’
・
efa 　IV．LLKeR

　 第 7 腹節腹面，前縁1甘近 の 小刺は 發逹稍々 劣 る も， 微小な第 2 次刺毛 は全面 に 賂
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　　 々 【司害1度に 二1こ一」
’z，

・・・・・・・・・………・・・・・・・・・…
ア カ ウ ラ カ ギ

’
バ 屬 　正f輝 ｝somad

’iuS ］〕じ rLE 北

3．第 1 次刺毛は モ束 となる…・…・・…・……’’’’’’’’’”ヒ ト ツ X カ ギ バ 屬　＝’kttc4ta　IV・LT．KEI ｛

　 第 1彡く刺毛 ｛ま毛 來 とな らな い ………・……一・…・一・t……・・…・………・・…・…・・………・・… 4

4　左冶の 前脚 の 先端（m腹而i中央 1こ
ー
於い て 相接す る o 尾突起 は短 く，そ の 鉤は 錨状

…

　　
…’”一’’”ttt’t”t’”囓”「マ’「”・冖……・…・…・・…・…．・ス カ シ カ ギ パ 屬 　」1意a （tt

・
a
’
ttsata　B じ rLER

　 左 宥 の 前脚 は 腹面 r【1央に 於 い て 相 接 しな い 。 尾炎起は 稍長 く，そ の 鉤 ば先端巻 く… δ

’i　左右の中脚の先端 1よ腹面小央に於い て 相接ゴ
”
るo 前頭 に偉大なる突起あ り………

　　　
鹽…………’圏…’’’’”1’”………・…・………・……・

ウ コ ン カ ギ バ 屬　1ζ加露艇 α NAG ム KO

　 左 右の 中脚 1ま腹而中央に 於 い て 枳接 しな い D 前頭 に 偉大な る突起な し・……・…・…… 6

6．
．
ド顋は前脚 に よつ て 狹 め られ る 。 そ の 先端は後翅 の 間を通 り拔けて 後脚に 蓬す る

　　　
鹽’”tt

∵
……’”・’…’……………・・…・・……ギ

’
ン モ ソ カ ギ パ MS　 Calticl・i’el ⊃ana 　FE 【，PER

　 下顋 は 前脚 に よ つ て 狭 め られない
Ω そ の 先端 は後翅の 問を 通 り拔け る こ とな く，

　　 從つ て後脚に蓮しない
…・……・

∵
…・…………… マ ヘ キ カ ギバ 屬　itlbara 　iv：L

’
1．NER

種　の 　記 載

　　　　　　ヒ トツ メカ ギバ 　Auzata　superba 　BUTLER 　　（第 1−−4 鬮 ）

　鈍頭紡錘形 。 第 L次刺毛の位置に稍 々 長い 毛束を生ず る 。 特に前胸に は殆んど
一

面 に 毛

が生 え て ゐ る。 體の 表面は滑か 。 頭頂 1よ他 の 種類に 於け る よ り稍 々 大 きく，殊に 頭頂一一
前

頭接繊の 幹が 短 い なが らも存在S一る。 前頭 の 觸角の 基部 に 近 ぐ存在す る隆起は 稍 々 長 目 で

あ る が ， 頗 る低 くジ 褐色め剛 毛蠡寧O本程 を生 じる o 觸角 の 塞部か ら幕状骨の 陷入點を經て

頭楯基部に 至 る線は ， 腸角の基部附近 で は 明瞭 で ある が，他の 部分 に於いて は 凹 ん で ゐ る

に過 ぎぬ 。 滑瞑部と粗腆部との 界は不明瞭 。 觸角は雄で は翅頂に 到逹す るが （第 1鬮 ）， 雌

で は嶐1か に短 い （第 3 鬮 a ）。 左右の 觸角 は 先端 で 相接す る こ とな く，間 に 後翅と後脚を挟

む 。 下顋は 翅頂 に 到 ろ ま での 星捌 iの 詈に 蓬 し ， 光端を中脚に よつ て 隱 され，又途中で 前脚

に よつ て 狹 め られ て ゐ る o 下唇は 全 く露出し て ゐない
。 前脚は下顋 より短 く， 左右 の もの

が先端 で 相接 す る こ となく， 聞に 下顯を挾む。 中脚は觸角よ｛少 しく短 く， 左右 の もの が

先 端 で 相接す る 。 後脚は 兩觸角の 問に そ  光端 の みを現 し，翅頂に 逹す る。 その 中脚 に 近

い 一
部分ば後翅 の

一
小部分 に よ つ て 隱され て ゐ る 。 後翅は前翅の 背縁及び外縁 （成蟲 とな

つ 塒 の ）に 沿つ て継 環 L 更禧調 角の 醐 中脚の 先蠏 髄 に 極 く・J・さ い
一
郡 分 を 現し

て
， 後脚の一部を覆 つ て ゐる。 可動關節の 部分 に 溝や皺庶見 られな い ♂尾案起は稍 々 長 く，

先端に 稍 対 葦い 鉤 1對と ， その 周闃 に 短 い 鉤多數 とを具へ て ゐ る （第 4圓 丿。 體長 15−vl9
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照 琵 蝨 ・館 十 一 ・
唇 鎖 一・＝二 號

ttallr）．
， 膿褊 』一一5 ：川 tl．o 色は 紘色 o 尾突起 の み 褐色o 白紛を破つ て ゐ なL ・

〇

　　二紫爽を内瑚 に卷き，その巾に駅繭 を作り，師化す る o

　　　　　　　　　　 ク ロ ス ヂ カギ バ 　 Oreta　 calida 　BUTLER

　　形 は 圓勝形 で ， 兩端ほ 稍 々 九 く絡る O 罷駐に は 幽 觸角
・
上 唇・下 顋・脚・翅 をク髦して ，一・

面

に 微小 な 毛 が 生 じて ゐ るが ， 肉眼 で は 見 られ な い o こ の 毛は 第 δ 及び第6 腹節の 1夏而1では
I゚ ・：ラ
釈 で あ る o 頭

・胸蔀 の 丿ミ「甜 よ小皺に よつ て ザ ラ ザ ラ し て ゐ る。 腹 部背酊iに は 黜 亥1亅あ e）． 頭

瑛は觸角の フ1｛i部 と前 彫」とに 挾まれ て 存窪す るが、甚 だ し く微・∫・な爲 に 獲 見困難 。 顛頂一前

頭 撚 臭の 耳轍 存 在 しな い 誦 1瞰 に 1珊 角 の 丿脚 に ilく小 突起あ

『
り。 觸角の フ1聾剖三加 〜頭愀 …

部 に 至 る線 は 明瞭 っ 滑眼部 と粗膜部とは 明瞭 で あるが ， 明らか な鞍に よつ て 分けられ て は

ゐ な い O 觸角 は
一
ド匙〔基部か ら翅頂に 至 る鼬雛の 1・附近に 到蓮し ， 中脚より趣 く随か短 く，

先端 で 左イ湘 接す る こ とな く， 中脚を挾 ん で 絡 る 。 太 さは前脚 よりも少 し く綱い
。 下顋は

短 く ， 翅」
’
〔に 至 る跏 雛 の ？

・附近 で前脚 に よつ て 隱されて 了 ふ o 下膊は 全 く覡才Lて ゐ ない o

前脚及び中脚｛よ共に 左省の もの が 中央 で 相接 して ゐ る D 左右 の 前翅は 中脚 の 後方 で相接す

るが，再び 翅頂 の ll［tjJrで 相斟1れ，そ の 聞か ら後翅 の 一部が細 く現れ ， 更 に その 閻か ら後脚

の 先 端 が 現れ て ゐ る o 第 δ〜7 腹1至醐む縁，つ ま り可動關節の 部分 に は ， 細か い 1茜皺が 生 じ，

背面 で は こ の横皺は 著 し くキ チ ン 化 し，横皺剖1の 後縁は少し く隆起して ゐ る 。 腹面 で は横

皺部の 後椽 は 譯山 の 細か い 刺を生 じ，媚状とな る。 第 7腹i’弸夏面 で は 微毛1士後縁 に 近 づ く

に 從つ て 密生 し，鑢状部と の 閻に ， 殆 ん ど無刺無毛 の
一

幣を殘す 。 尾突起は 發逹頗る惡 く

鉤を持 た ない o 膣長　1S〜22　mnl ．
， 體幅 6〜7　ulm ．

。 色は 腹面淡隅色，前頭
・觸角・下 顋・

脚 。翅 は 褐色 o 背面黒褐色。 胸部 に は 黄白粉を被るo 　　　
’

　　葉を縱に 圓筒形 に 卷 き， 中に 繭を造 る。 繭は殆んど白色 。

　　　　ア カ ウ ラ カギ バ 　HPtpsomadius　insignis　BUTLER 　　（第 5〜G 鬮 ｝

　　前種の 蛹と殆 ん ど全 く異 らない が ， 教 に 述べ るや うな傾両を示 す こ とが著しい 。 翻ち

第 7 腰節腹面 に 於 い て
， 關節部の 小刺は獲逹少 し く悪 く， 微小な刺毛は全面 に 略 ゐ 一機ウこ

分布す る 。 後廼は左右前翅の 翅項間に その
一小部分を現は すが， 前種に 比 して 随少で ， 時

に 之を缺 く場合あり。 體長 17〜23mm ．， 鷹幅 6〜71nm ．
。 色は腹両 で は淡褐色で，前

頭・觸角・下 tJi・脚・翅 も略 々 同邑o 背面は赤謁色。 脚部に黄白粉を被 る こ と前種に 同 じ 。

　　醐 も前種 の もの に酷似 して ゐ るo

　　　　 ス カ シカギバ 　Mc 　crαuzata 　fervestrα ria 　MoeRS 　　（第 7〜S 鬮 ）

　　供試せ る標本は蜥化少 し く不完全なもの の 如くj 從つ て その 示す特微 に も，片輪な點

が あるか も知 れない o
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　　體ほ 楕il11形 o 中胸
’
t．Ytよ少 し く1膨み ， 後胸乃至第 3 腹 1

’
覇類霞iの 南 側も僅か に 隆1起す る o

微小な第 1 次 刺毛を 右す る の み o 體：の 表面 は 尹1｝か o 頭部及び胸部1こほ 小皺あ りo 頭煩
一
萠

軅接．線は 見 られない n 前頭は腸角の 基部附近 に 小突起を具 へ る
。 觸角の 某部か ら頭編フ1！｝部

に 雖 る緩は 明11寮。 滑 1嗅部は大 き．〈，そ の 兩端 は 觸角典び 前脚 の 1｛・；者に觸れ る 。 粗限部 は 小

さい o こ の 1軻瞑部ほ叨瞭な線に J：つ て 麗分 されて ゐ るo 觸∫「j｛よ萠脚 ・中脚｝d：r］者の先端の

略 々 中．央附近 に蓮す る 。 前脚よりも幅廣く，そ の 炎面ほ規則正 しい 横皺を有す る 。 下顋 は

短 く， 翅頂に 至 る皰 雛の 牛分より少 しく短い 所で前脚に よつ て 隱 さtL　IVo 上唇 の 先端 が 小

さ く2 叉 して ゐて ， そ こ に 下膊のL 小部分 と思1まれ るもの が 極 く僅か 現れ て ゐ るが，之ほ

正規の 状態 で あるか，蛹化不完全 の 爲 で あるか 不 明 で あるo 前脚及び 中脚 は い つれ も左右

の もの が 中央で相接す る。 黹翅 は 中央で 左右相接す る こ とな く， 中脚 の 後端 に 績 い て ，そ

の 間に 後翅 の 趣 く細い 部分 ， 叉後翅 の 間 に 後脚の 先端が 現れ て ゐ る 。 後翅 は ム
IJ
前翅背縁 に

滑つ て その 聯 ll乙 後角 の附近 に一小 部分 と ttt現 は す n 後脚及び前翅翅亅頁ほ第 4 腹 illi
’iの 後

縁を 少 し く極し，第3 及び第4 腹節の 氣門は 翅 に よつ て 隲 され て ゐ るが、之 は了E規 の 駄態

で あ るか ， 蛹化 不完全の 爲で あ るか 詳 か で ない Q 尾突起ほ 殆ん ど な い が，3 對 の 鉤が 肛門

の 後に 並列 して ゐ る。こ の 鉤は 先 端錨状を呈 す る （第S 鬪 ）。 體 長 18mm ．
， 體幅 6mm ．

。

色は 禍色。 中胸背の 膨み の み 黒禍色。 山 田 氏及び 長野 氏 に よれ ば こ の 蛹 も白粉を被 る や ラ

で あ るが ， 私の 檢した もの に は ， 艮i乞落 して しま つ たもり か，白 粉が ない
。

　　繭 の 構迭も詳紬に觀察す る こ とが 山來 なか つ た。山 田氏 の 詳 し い 記載が ある か ら參照

され た い 。

　　　　　　　ウ コ ン カギバ 　Konjihia　crocea 　LEECH 　 ｛第 9 鬮 ）

　　膿 ｝よ鈍頭紡錘形 で ， 前端前頭 か ら 1對 の 偉大な突：起をl／lす。 こ の 突起は先端著 しく膨

大 し， 又中央で 少 し く外方に折れ曲 り， その 角は1珊伏に 突出して ゐ る 。 體 に 微小な第 L次

刺毛が あるが，肉眼 で ほ見えない 。 體表は 略 々 滑か 。 頭部及 び 胸部 に は 少 し く小皺あり，

特に 前頭 の 突起に 於い て 著 しい
。

「
第 4  9H 夏師背面 に は 少しく點刻あり。 頭頂は觸角の 基

部と前胸 とに挾まiLて 、 頗iる小 さくd 見出し難い
。 頭瑣一

前頭接線 の 軽〔斧は ない
。 前頭 に は

觸角の 基部 に 近 く前述 の 大突起あり。 觸角の基部か ら頭楯基部 に 至 る綟は ， 觸角に 近 い 牛

分 で は明瞭 で あ る が，他部で は 不明瞭。 複限 に は 粗眼部 が 全 く見 られな い
。 そ して 前脚前

端に接するこ とな く，その 前後兩端共觸角に 觸れ て 終 る 。
こ の 點他種 と 著 し く異 る。 觸角

は翅頂り近 くま で延 び て ゐる が ， 翅頂 に 到達せず 。 頗る 幅 贋 く，前脚の 2 倍以上 もある。

’
ド顋ほ翅頂に至 多間 の 書に 蓬しない 所で ， 中脚に よつ て 隱 されて 了 ふ

。 」』．その 途中前脚 に

よつ て 狹め られ て ゐ る 。 前脚lt左右の もの が 中央 で 相接す る こ とな く， 間 に 宗田く下顋を差

挾む o 中脚ほ 下顋の墓部 か ら翅頂に 至る聞の tg附近まで到達し ， 且その 先端は 可 な り長 い
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lt 琵 愚 ・蕗 ＋ 一 ・
譽 第 一・・

二 丞窰

1肱 イ黼 糺 て ゐ る。
・脚 川 媒 に 接 して 11｛糎 角瑚 蝴 に 属 後 抛 一小 部分，吏に そ

の 脇 ら 1受鵜 躑 して ・ 懋 1に ま
’
鍵 して ゐ る。 後題は石嘯 勘 背級 び タ臘 城 蟲1吻 丿

に 滑 つ て 鰍 熱 て ゐ る ・ ノ己侮 前翅棚 瓣 映 1こ於 い て 相接 しない 。 可轍 il窮の 瀚 に

臨 蹴 な い ・ 尾突起1嶺 る長 く・ 先端 に 職 更 に そ e
？・1・｛イ1に 2 塁物 洗 郷 い て ゐ る

鉤を持つ
・ 脹 16mm ・

・ 嵐網 δ 1・川 1・
。 色雌 楸 色。 1捌 ：り 大突起及 櫓 駄 調胼 肥 n

前隙 縫 ・ 醍 に蹐 簪蟄に近 く・縦 に縫 喫 鞭 る． 鍛 一3 繍 糊 鰍 び後鞭 ，

鋤 贓 闘 櫞 の みを漏 色に黥 られ る 。 獺 〜S 腹篩背剛 映 に 白勦 ％ 黼 ，、點

刻 は褐邑o 第 10腹鰍 ま禍色。 配1突起は 黄許｝う色 。 白扮を被らない o

　　葉表を内に ・ 帶状の 絲に よ つ て ・1・ば 卷 き ， その 咽 こ附鞠
一
る 。

　　　　　ヤマ トカ ギ バ 　Cattidrepana　J
’
αponica　MOORE 　 〔第 13 制）

　　鋤 紡錘形 。 體に は 第 軟 京1毘 あ紘 肉眼で 1規 舷 い
。 fff／t2（−erkfi1− ・

・
滑か

。 働 、に

頭部及び胸部 ｝こ 小皺あ O ・ 腹言｛1には 黝 jが あつ て J 卿 こ第 ・〜3 贓 ll黼 rの 聊 ll∫1．於 い て

夥 し い ・ 可嘸 鵬 の 躑 と・瀚 と 燉 ま楓 微小 で ・ 朏 し難く
，

醐 ｛
一

前頭掀 の

幹 は ない・ 繭 に は 觸feの 椰 に近 く小突起あ り。 觸チゆ 獅 か ら要蜥 の 瓣 亊に 至 る撚

稍剛 1瞭 に 〔！’lt−・ 黻 柎 ま撒 麒 縦 の 界醐 瞭 で な い 。 觸 鰍 翅瞰 妙 し手竒f1で
耡 揃 脚 よ りも太 い

・ 下顋 屯觸角と 同 じ 5JStrtで 鋤 ，その 全長 噸 1つ て 劇 して ゐ る
・

が ・瀏 ．1前脚 に よつ て 狹 め られて ゐ る ・ 前脚 遡 端 に 至厨 1概 に 鋤 沖 椴 コ
・
顋 より

僅 か 手 前 ま で 逹す る 。 い つ れ も左右 の もの が 中央 で 相接す る こ とな く ， 下 顋を 差挾む。 後

翅 ｛塒 翅 の 鋼 に 沿つ て 紘 珮 ・て ゐるが ・ 腹醂 央で は ， 撚 の もの 力鵜衡
一
る 附近を ，

下 顋 の 繍 に よつ て 隱され て ゐ る ・

一
纈 の後端に 接 して

， a 翅の r・flh・ら儺 娜 先端を現 し，
．

翅頂 の 附近 に ま で 達ナる ・ 左右 の 遡 欄 獅 中央で 相接 して ゐ ない 。 可動開節 の 部分 に は

各環酪の 前級及び後縁 に 微小な皺あり。 尾突起は 稍 々 長 い が ， 前種 よ りは 短い
。 そ の 鉤の

状態も前種に 似 て ゐ るが ・ 先端呪 の雌 し く長く， 蜷 い て ゐ ない
。 體長 1些＿15皿 1。 ．

，

膣幅 41Um ・
O 色は黄褐色0 點亥U及び攤 禁の み褐色O 白粉 を 被 らない O

　　葉表 を内 に牛ば卷い て 輩い 繭を作 る o 繭は 晴 ttN
’
褐色。

　　　　　　マ ヘ キカ ギバ 　Albα ra 　3ごα うわ sα 1］VTLER 　　（第 10〜121岡冫

　　體 は鈍頭紡
・錘形 。 微小な第 1次朿明毛を生ず る も 肉眼 に は 見 え瞭 。 體表 は略 々 滑 か ，

・腹部に は點刻あ t）。 頭】頁は前種に 於け る よ り更 に 小 さ く， 頭項一
前頭捗線 の幹は固よりな

い （第 1工鬪 v
，
es）。 觸角の 墓部 の 近 くに あ る前頭の 突起は小。 觸角基部か ら頭楯基部に至

る線は稍々 明瞭 に 凹む o 滑眼部1よ細 く， 粗眼 音餐との 界 は 不 明瞭 。 觸角は 殆んど翹項に 逹 し ，

前脚 よ ウも太 い 。 下顯 は前種よ りも少 し短 く， 後翅を邇 り越すこ とが ない
。 全長に 亘つ て
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隱 され るこ 緯 も 叉前脚 に ’j・一⊃ て 狹め られて な い 。 翩 聡 翅頂に至 るま で唖 附近で 絡

り， 中脚は下顋 より rL 少 し く長 く， 觸角 より少 し く短い
。 い つれ も左右 の もの が中央 で稲

接す る こ とな し・

一
闘 の 後端 に接 して ・卜ll燬 び觸角に挾まれて ， 後翅の 小紛 が現彳、読

・

粉 麹 の 駒 ら 更 に 伽 の 麺 樹が現れ て ， 翅魔 蓮す る。 後翅峭 遡 の 背繖 ぴ ク櫞

喊 蟲吻 ） に1背つ て 縦 現才・て ゐ る。 左樋 前翅は月卿 ・映 で 相接す る こ とな し 。 可動

脳 の 部分 に は各攤 i噺 櫞 及び 鰍 に微小なるeeiS．
　b 。 尾突戡 前種 よ 卿 ・短 く， そ

の 蹴 前棚 蓮の もの に儡 も，先 宣罵の もの は 前種 に 於 け る よ りも短 く，胱 が卷い て ゐ

る （第 12間）。 醴長　12　inin ．， 膣幅 4nlm 、。 色は 全體一
樣 に 赤賜色。 臘全饐白粉を被る 。

　　繭の 有樣は 不明o
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